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ロン活性の指標である c-fos発現やNE 含量と NE turnoverの有意な低下を認めた。以上より、交感神経活
性の低下によって BAT活性が抑制されたことが、ダパグリフロジン投与後の個体レベルのエネルギー消費の
低下に関与するものと考えられた。 





本研究結果は SGLT2 阻害薬であるダパグリフロジンが、少なくとも BAT 活性の抑制により個体レベル
のエネルギー消費が低下させること、さらにそのメカニズムに肝臓－迷走神経－脳－交感神経－BAT と連な
る神経ネットワークが関与することを初めて示したものであり、薬理学的のみならず新たな個体のエネルギー
代謝調節メカニズムの存在を示唆するものとして生理学的にも興味深い。 
